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【工事現場に白線!?】   

日に日に夜の冷え込みが厳しくなりつつあります。中間考査も終わり、テスト後の採点など担当者の

日々事情のため、リノベーションレポート作りに少々お時間を頂戴しておりました。 

こまごまとした解体工事はま

だまだ続いております。校舎の

境目など、細かい部分のコンク

リート破砕工事を進めていただ

いております。ダンプカーでの

搬出もひと段落といったところ

でしょうか。徐々に更地に近づ

いてまいりましたが、本日は重

機の数が増えたかな？と思うぐ

らい大小さまざまなパワーショ

ベルが所狭しとおかれていまし

た。どんどん整地されています。 

 
 

 

ふと工事現場北側に目をやると、

グラウンドに白線が引かれていまし

た。ん？工事現場に白線？ 

あれは何だろう？ 

「あの場所に地下杭があるのかな」 

「工事車両の駐車場のための白線？」 

などと予想しておりました。 

気になったので、工事関係者の方

へ伺いました。なんと、地下杭を抜く

工事のために置かれる重機の場所

を決めているとのことでした。 

正解は、基礎解体のための重機置き場のめやす線でした。前華陽の地は地盤が柔らかいため、こうい

ったこともすべて計画に基づいて進められているんですね。 
 

 ２０２２年もあとわずか。いよいよ新しい年を迎える準備を整えます。今週は里にも雪が下り

てくるとか来ないとか。寒さもいよいよ本番を迎えます。新型コロナウイルス感染症に振り回され

た3年目もようやく終わりますね。未だ終息をみない未曽有のウイルスとの戦い、日 の々感染状

況にまだまだ戦 恐々々 としております。どうか皆様お揃いで新しい年をお迎えください。 

 


